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2007 年 6 月 1 日 
3R+1 EcoCycle 発起人 山本泰弘 
（環境サークルエコレンジャー・生活環境委員会／国際総合学類 2 年） 






































































＜組織図＞                             ＜時系列＞
全学学類・専門学群代表者会議 
厚生委員会（現・生活環境委員会） 

















2006 12 月中旬 


















































 中心メンバーが決まった 12 月末から、「3R+1 EcoCycle」のスタッフミーティングが週に一度
のペースで開催された（年末年始を除く）。ミーティングの流れとしては、山崎の指導を受けな

















































































































































































































































    
  このたびはご応募いただきありがとうございます。 
    
  抽選の結果、ご希望の No.○・○○○○（品番・品名）が当選しました。 




    
  品物の受け渡し場所・方法については、後ほどご連絡いたします。 
    
    
  ＊品質の確認にはできる限り注意しますが、お渡し後の品物のトラブルについては責任を負うことができません。また、
受け渡し日に「3R+1 EcoCycle」運営のために協賛金を募りますので、ご協力お願いいたします。 
    
  ＊多くの新入生に物品の新たな持ち主になっていただきたいため、今回第一次抽選で当選が決定となった方は、第二次
応募に応募することができません。ご了承ください。 
      
    
  筑波大学 
  環境サークルエコレンジャー・厚生委員会 










































































































































 協賛金 ￥6,550-（6 件） 






 廃冷蔵庫処理費 ￥6,970- 
 ガソリン代補助 ￥2,000-（￥1,000-×2 名） 
















































































































・総合企画  ・広報  ・情報処理  ・渉外（保管場所・会場などに関して） 


















































































2 FujiSankei Business i. 2007/4/9 
http://www.business-i.jp/news/ind-page/news/200704090027a.nwc 
 8. スタッフ・協力者一覧 




   全学学群・専門学類代表者会議 厚生/生活環境委員会 宿舎班 
 
協力 筑波大学 
     学生部学生生活課 
     施設部 
     体芸支援室 
     学務部入試課 
     学生担当教員室/学生生活支援室 
 
   筑波学都資金財団 平砂学生宿舎管理事務所・一の矢学生宿舎管理事務所 
 
学生スタッフ 
   統括 山本泰弘（環境サークルエコレンジャー・厚生/生活環境委員会 国際総合１/２年） 
    
   顧問 山崎麻佑子（環境サークルエコレンジャー 日本語・日本文化３/４年） 
 
   コアスタッフ 田中正美（厚生/生活環境委員会 図書館情報専門学群１/２年） 
 
          茂木卓也（厚生/生活環境委員会 工学基礎学類１/２年） 
 
          小野直子（厚生/生活環境委員会 工学基礎学類１/２年） 
 
          福井智広（比較文化学類２/３年） 
 
          志字剛太（環境サークルエコレンジャー 社会学類１/２年） 
 
          三橋淳史（環境サークルエコレンジャー 国際総合学類２/３年） 
 
                    大谷尚史（環境サークルエコレンジャー 工学システム学類２/３年） 
 
          竹田千尋（環境サークルエコレンジャー 生物資源学類２/３年） 
 
   当日スタッフ 岡村祥太（国際総合学類１/２年） 
 
          掛澤侑希（環境サークルエコレンジャー 生物資源学類１/２年） 
 
スペシャルサンクス 厚生会 小田倉輪店 Mio,Xiao,Xiao-tan,Nazuna,Tia,Pixy,Rady,Remy 
ジョン=アダム=レボウィッツ（人文社会科学研究科講師） 






9-1.「3R+1 EcoCycle」原案（2006 年 11 月） 
 

























































  2006/12   プロジェクト実行に向けての打ち合わせ 
     物品回収のマニュアル作成 
  2007/01  物品回収の広報スタート・・・搬入・保管も開始 
 
      02  新入生向け広報のスタート 
     （紫峰会、各専門学群・学類の新歓委員会、各種 Web ページなどで） 
 
       03  物品回収の本格化、広報の充実 
 













































































































































































































⑦全代会 Web サイト 
























②全代会 Web サイト 























































































①日時：２月下旬～３月中旬の土曜日（２～４回）、午前 9:00～11:30、または午後 14:00～16:30 


















































倉庫カギ問題 → 別紙参照。 
         「この取り組みの運営と完結を第一に」ということで倉庫の継続使用が許可されました。 
         対策として今後は山本が責任を持って厳重に鍵を管理します。 
         平砂共用棟に一時保管していた品物類は倉庫に搬入済み。 
 
倉庫内の物品 
         ①Ｎｏ.２１の冷蔵庫を搬入する。（３/３０） 
         ②Ｎｏ.５４（机・椅子），５５（冷凍冷蔵庫）のサイズを測る必要がある。 
         ③Ｎｏ.５５（冷凍冷蔵庫），５６（カーテン）の写真を撮る必要がある。 
         ④一部ナンバリング・機能チェックが済んでいないものがある。 
         ⑤多くのものについて清掃が済んでいない。 
         ⑥スムーズに搬出ができるよう１日目・２日目・３日目の物品を分けておく必要がある。 
 
          → ３/３０に短時間鍵をお借りし①，②，③を行う。４/２に長時間鍵をお借りし④，⑤，⑥を行う。 
 
Ｗｅｂサイト・応募メール対応 
         ３/１２～１７ 第一次応募開始 → ２６日までにほぼ全員へ通知発送完了 





     山本を中心に学生生活課と原案をもとに打ち合わせを進める 
 
３/３０ １０：００～１２：００ １-①，②，③の作業を行う。 
 
４/２  ９：００～１６：００ １-④，⑤，⑥の作業を行う。 
 
４/４ 学生生活課とエコサイクル関係者で直前ミーティング 
    事前準備作業 
 
４/５ 受け渡し・・・追越・平砂 
 /６         平砂 









４/５  ７：００ 平砂共用棟前集合 
          倉庫からテント・長机を平砂・追越にそれぞれ運搬・設置 
          追越娯楽室から椅子（３脚）を追越に運搬・設置 
     ８：３０～ トラックで倉庫からこの日受け渡す物品とシートをテントに運搬 
           （倉庫とテントとに二手に分かれる） 
           追越で渡す品物はリヤカーで移動。 
     ９：３０～ 受け渡し対象者と品物・受け渡し予定時刻の確認 
    １０：００～ 受け渡し時間開始 
 
           この日の受け渡しが完了した時点で追越のテントを撤収。全代会室に移動させる。 
           平砂のテントは脚を折っておく。 
 
４/６  ８：００ 平砂共用棟前集合・テントを立ち上げる 
     ８：３０～ トラックで倉庫からこの日受け渡す物品をテントに運搬 
     ９：３０～ 受け渡し対象者と品物・受け渡し予定時刻の確認 
    １０：００～ 受け渡し時間開始 
 
           この日の受け渡しが完了した時点で平砂のテント・長机を撤収。 
           リヤカーとともに全代会室・1C204 に移動。 
            
４/７  ７：００ 全代会室前集合・全代会室からテントを、1C204 から長机を一の矢へ運搬・設置 
     ８：３０～ 土子さん運転のトラックで倉庫からこの日受け渡す物品をテントに運搬 
     ９：３０～ 受け渡し対象者と品物・受け渡し予定時刻の確認 
    １０：００～ 受け渡し時間開始 
 
           この日の受け渡しが完了した時点で一の矢のテント・長机を撤収し、 








①運搬用トラック → 学生生活課の方に手配していただいています。 
②リヤカー → 学生生活課に申請。 
③テント・長机 → 新歓ネットで確保。長机は１脚で十分か？ 
④椅子 → 本部棟から不要になったもの（４脚）をもらえます。 
⑤「3R+1 EcoCycle」の掲示 ・・・未定。A3 ポスターで対応可？ 




























No. 提供品名 提供者 引き取り日受取人入居地区
1 冷凍冷蔵庫 学類生 3月3日 平砂
2 折りたたみイス 学類生 〃 一の矢
3 冷凍冷蔵庫 学類生 3月31日 平砂
4 オーブンレンジ 卒業生 3月10日 平砂
5 電気ヒーター 〃 〃 平砂
6 電気調理器 〃 〃 平砂
7折りたたみ机・イス 〃 〃 春日
8 マットレス 〃 〃 平砂
9 敷き布団 〃 〃 （８とセット）
10 折りたたみベッド 〃 〃 アパート
11 ４連衣装ケース 〃 〃 一の矢




13 書棚 〃 〃 追越
14 冷凍冷蔵庫 卒業生 〃 一の矢
15 電子レンジ 〃 〃 平砂
16 電子レンジ 院生 3月11日 平砂
17 電気ポット 〃 〃 追越
18 小型扇風機 〃 〃 平砂
19 電磁調理器 〃 〃 平砂
No. 提供品名 提供者 引き取り日受取人入居地区
20 自転車 卒業生 3月15日 追越
21 冷凍冷蔵庫 学類生 3月30日 平砂
22 ロフトベッド 学類生 3月15日 アパ トー
23 冷凍冷蔵庫 卒業生 3月25日 一の矢
24 炊飯器 〃 〃 平砂
25 電気ポット 〃 〃 一の矢
26 炊飯器 卒業生 〃 一の矢
27 冷凍冷蔵庫 〃 〃 アパ トー
28 電気ヒーター 卒業生 〃 平砂
29 こたつテーブル 〃 〃 一の矢
30 電気ポット 〃 〃 平砂
31 MD/CDラジカセ 〃 〃 一の矢
32 電気スタンド 〃 〃 平砂
33 パソコンデスク 〃 〃 一の矢
34 衣装ケース 〃 〃 一の矢
35 机 〃 〃 アパ トー
36 食器棚 〃 〃 平砂
37 イス 〃 〃 アパ トー
38 冷凍冷蔵庫 学類生 〃 平砂
39 体重計 〃 〃 春日
40 テレビ 〃  〃 追越
41 電子レンジ 〃 〃 春日
42 掃除機 〃 〃 一の矢
43 テーブル 学類生 3月26日 追越
44 カラーボックス 〃 〃 平砂
45 スチールラック 〃 〃 一の矢
46 電気ポット 〃 〃 一の矢
47 テレビ 〃 〃 平砂
48 電気ヒーター 〃 〃 春日
49 オーブンレンジ 〃 〃 平砂
50 冷凍冷蔵庫 〃 〃 春日
51 冷凍冷蔵庫 学類生 〃 平砂
52 冷凍冷蔵庫 院生 3月17日 平砂
53 電子レンジ 学類生 3月26日 平砂
54 机・椅子 卒業生 〃 アパ トー
55 冷凍冷蔵庫 〃 〃 追越
56 カーテン 学類生 〃 一の矢
57 フットウォーマー 学類生 〃 平砂
58 電気ポット 〃 〃 平砂
59 テレビデオ 〃 〃 春日
60 電気スタンド 〃 〃 平砂
61 衣装ケース 〃 〃 追越
62 カラーボックス 〃 〃 平砂
63 パズル式床マット 学類生 〃 一の矢
 学類生 〃 一の矢
学類生 〃 平砂
64 つっぱり棒 学類生 〃 平砂
第二次応募対象品（全 46 点） 第一次応募対象品（全 46 点） 
※ No.3,21 は写真を先に Web サイトに掲載し、受取人が決定してから引き取りを行った。 
※ 提供者欄の「〃」は品物を提供したのが上と同一の人物であることを表す。 
No.53 電子レンジ 
































2007 年 6 月 5 日 発行 
 
執筆・編集 山本泰弘（環境サークルエコレンジャー・生活環境委員会 国際総合２年） 
